
第37回社会保障審議会年金数理部会  参考資料1  

平 成 21年 6 月 3 0 日  公的年金各制度の財政収支状況（平成19年度）  

国家公務員  
t、立学校  国民年金  

厚生年金  
共済抱合   

教職員  国民年金  基碇牢金  合計   
公的年金  

共済抱合  
共済  勘定  勘定   

制度全体  

椿円   停円   停円   停円   樟円   億円   停円   億円  
収入総額  簿価ベース  360，830   21，257   60，708   4，971   55，729   199，611  703，106   ⊥163，416  

［時価ベース］   ［295，543］  ［18，048］  ［34，585］   ［2，893］  ［51，544］  ［602，223］  ［31i2，533］  

保険料   219，691   10，350   30，358   3，049   18，582  282，029   282，029  

収  51，659  1，720   4，427   605  18，436  76，R47   76，847  

追加費用  4，294   10，794  15，088   15，088  

運用収入  簿価ベース  16，582  2，789  11，96t〕  873  1，11：う  169  33，492   33，492  
（再掲年金積立金管理適用独立行書法人ち司付金）   （12，238）  （779）  （13，017）   （13，017）  

［△1，237］                                        ［△479］   ［△14，259］                         ［時価ベース］  ［△48，705］     ［△3，073］  ［△67，583］  ［△67，5S3］  

基礎年金交付金   18，832   1，446  3，119  146  15，772  39，316   ②  

国共済組合連合会等拠出金収入  347  3117 ④  

財政調整拠出金収入  624  624  ③  

入  2，560  2，56（ノ  2，560  

解散厚生年金基金等徴収金  5，552  5，552  5，552  

基礎年金拠出金収入  185，080  185，080  十  

独立行政法人福祉医療機構納付金  5，402  298  5，700  5，700  

積立金より受入   39，853  1，490  41．344   41，344  

その他   351  33  44  29S  37  14，362  15，125   ※ 802   

支出総額   351，451   21，253   56，252   ′1，141   59，322   183，935   676，354   450，987  

支  223，179   16，734   43，503   2，441   16，8し；2   144，618  447，338   447，338  

基礎年金拠出金   126，233  4，417   11，687   1，592   41，151  185，080   ①  

年金保険者拠出金  27  246  74  347  ④  

基礎年金相当給付費（基環年金交付金）  こi9，316  39，316  ②  

出  62′i  624  ③  

その他  2，039  75  192  33  1，309  3，649   3，649   

収 支 残  簿価ベース  9，378   4   4，456   830   △ 3，593   15，675   26，751   12，429   

［時価ベース］   ［△55，909］  ［△3，205］  ［△21，667］  ［△1，248］  ［△ 7，77ヒり  ［△ 74，132］  ［△88，454］   

年度末積立金  簿価ベース  1，270，568   88，142   401，527   34，677   82，692   7，2▲16   1，8S4，852   1，884，852   

［時価ベース］   ［1，301，810］  ［88，958］  ［398，579］  ［34，328］  ［84，674］  ［1，915，595］  ［1，915，595］   

年度末積立金の対前年度増減額 簿価ベース  △ 30，412   4   4，456   843   △ 4，96S  △ 30，076   △ 30，076   

［時価ベース］   ［△95，699］  ［△3，205］  ［△21，667］  ［△1，235］  ［△9，153〕  ［△130，959］  ［△130，959］   
（注1）厚生年壷・国民年金の頂使ベースの運用収入は、卒去相立主音莞連覇泣立斤たて三人i㌻トニ主を‡二えたものそ計上している 

（注2）厚生年金・国民年金の略伝ベースは、旧年皇福祉準筆圧から亨，セした藁窒に隼  
なお、承継長屋に係る損益の菅生年女・這民年童への汚分は、写生亭主・≡罠  

る頂三  
軍室の  

をきめて、亭主相立至誉空運窄誓立行書法人における市声握薫分の蓮薫賽湖を≡亨・’三ベースで言手伝したものである。  

それぞれの咽立圭の元本二均言㌍書のごン＝により行っていこ。また、≡竿芹、ニ雲i与．芹、私写j≒＝芹の時・5ベースの  

運用収入は、正味運用収入（選別叉入から首1■三言三幸売方湧等の管用を昂じニーて≡ぎ百）に三度未婚立至の夏二一三稽三の掛笥分を二亘して葦言←し丁おり、窄竺ペースの収入〔、諏、選即て入、収支往は考考値である  
（注3）基礎年金拠出金収入、国民牢金勤寄の基環年女屯出立には、  
（注4）基礎年金勘定の確立金は、基環隼金利丁雪が預入された昭和61  

等号：匡寵貞子宣誓をきめた  

牢警より、E民年金法に  

蛋葦三至竺一言ヘの尋入帯を計上している。  
墜／うく婆汚三三三等の「き付∈rr責とLて、≡民箪金野∴ぎ√）咽立金の【茅■を二〝〕鞋モの硝立≒とLた喜〕のである  

（注5）厚生年金の収支状況は、厚生卒金管金が代行している部分を含まない」  
（注6）公的年金制度全体では、公的年女制度全体としての財刑又支状？弓をとらえるため、公的憲≒芸苫内でげ）やりとり（爪～「和 に／ついて収入・支トニ三て霹かrJ二ごいてし、る、また、…往：F空の財禦収割太況をとJJ  

えるため、収入のその他（※）には、基環年金軒定の「寿丁年軍奏・．車重云入」トl，322督ヨを二三いたぎ藷をき㌻上Lている∩   



公的年金各制度の単年度収支状況（平成19年度）  
【年金数理部会が年金財政の観点から制度横断的に比較・分析したもの】  

私立学校  国民年金  

厚生年金  国家公務員 共済抱合  地方公務員 共済組合   岩：職員 共済  国民年金  娃浣年金  合計   
公的年金  

勘定   
制度全体  

勘定  

停円   停円   停円   停円   倍円   悼円   億円   億円  

総額  簿価ベース  320，976   21，257   60，708   4，971   54，239   185，288  647，440   422，072  

［時価ベース］   ［255，689］  ［18，0′18］  ［3′1，585］   ［2，893］  ［50，053］  ［546，557］  ［321，189］  

保険料   219，691   10，350   30，358   3，049   18，582  282，029   282，029  

収  51，659  1，720   4，427   605  18，436  76，8∠17   76，847  

追加費用  4，294   10，794  15，088   15，088  

入  簿価ベース  16，582  2，789  11，966  873  1，113  169  33，492   33，492  

（再掲年金積立金管理運用独立行政法人納付金）   （12，238）  （779）  （13，017）   （13，017）  

［△1，237］  ［△67，583］  ［△67，583］  

基礎年金交付金   18，832   1，446  3，119  146  15，772  39，316   ②  

国共済組合連合会等拠出金収入  347  347  ④  

単  62‘i  624  官  

年  2，560  2，560  2，560   

度  解散厚生年金基金等徴収金  5，552  5，552  5，552  

基礎年金拠出金収入  185，080  185，080  ①  

独立行政法人福祉医療機構納付金  5，402  298  5，700  5，700  

その他   351  33  44  298  37  40  802   802   

総額   351，451   21，253   56，252   4，141   59，322   183，935   676，354   450，987  

支                     給付費   223，179   16，734   43，503   2，441   16，862   144，618  447，338   447，338   

出  基礎年金拠出金   126，233  4，417   11，687   1，592   41，151  185，080   ①   

年金保険者拠出金  27  246  74  347  ④  

単 年  39，316  39，316  ②  

度  624  624  ③  

その他  2，039  75  192  33  1，309  3，649   3，649   

単年度収支残  簿価ベース  △ 30，475   4   4，456   830   △ 5，084   1，353   △ 28，915   △ 28，915   

［時価ベース］   ［△95，762］  ［△3，205］  ［△21，667］  ［△1，248］  ［△9，269］  ［△129，797］  ［△129，797］   

年度末積立金  簿価ベース  1，270，568   88，142   401，527   34，677   82，692   7，246   1，884，852   1，884，852   

［時価ベース］   ［1，301，810］  ［8軋958］  ［398，579］  ［34，328］  ［84，674］  ［1，915，595］  ［1，915，595］   
（注1）「単年度収支状況」は、年金決選部会が公的年金寮空の財政状況を年金財Xの疑点から草．度博士二的に比較・分析したもので、嘗生年圭・E罠年圭（E民年金㌢定）の「埴立金より受入」及び笠環年金勘定の  

「前年度剰余金受入」を除いて算出した監年摩の収支状況を示している〉  
公的年金制度は積立金を活用する有限均衡方式で財政運営を行っており、写生年主・E民年至（国民年金資定）の事業二重営ては、必要がある年度については、あらかじめ「摘立金上り受入」を予頁計上し  

て財源を確保し、当年度の給付等の支出を支こ重なく行うようにしているため、本表の畠牢葦収支残は、事革運営の結畢を示す決責の収支残とは蒐なるものであるレ  
（住2）厚生年金・国民年金の簿価べ－一スの連用収入は、年女柑立金音程運用誉立行書法人納付套を加えたものを計上している。  

（柱3）厚生年金・国民年金の時価ベースは、旧年金福祉準筆圧から承1漂した蒜毒に係る椅益を含めて、年圭摘立主音葦適用三；こ立行書法人における市盈運用分の適用妄・だを巧ナ三ベースで評伝したむのである。  
なお、承継資産に係る損益の写生年金・国民年圭への枝分は、写生年金←E民年圭のそれぞれの頂立至の元本平均残亨の比二に上り行っている、。また、国共済、：霊共演、私学共済の暗慧ペースの  
運用収入は、正味運用収入（運用収入から青票証券売ご摘草の牒用を一琶じた収益ぎき）に年度末千古立金の貢；・三補益の増量分を加話して推計Lており、時価ベースの収入て髭、運用収入、収支残は杢考イ直である  

（注4）基礎年金拠出金収入、国民年金勘定の基碍年金拠出金には、特別国一恋伝担㌍を含めた笠E写年吏勘定へ椚ぺ入唇を計上Lている（ 

（注5）基礎年金勘定の収入のその他には、前年度剰余金受入（14，322噂円）をこくいたぎ喜を計上Lている。  
（注6）基礎年金勘定の積立金は、基葦年金制度が導入された昭和61年電より、匡民年室法に基／うく基礎年主事の差付財苫とLて、国民牢圭勘定♂）子方立至の一部をこの桂一定の用立主としたも）のである。  

（注7）厚生年金の収支状況は、厚生年金基金が代行している訂分を含まなし＼。  

（注8）公的年金制度全体では、公的年生制度全体としての財文収支状況をとらえるため、公的年金票．度内でのやりとり（①～④）について収入・支出〒面からヰいている。   



三至芸茸会 
王寺ご；＿＿  

守成21年f 月30日  

年金数理部会セミナー2009の開催について  

テーマ：「金融危機と年金財政」  

1．趣旨   

公的年金制度は、将来の給付に見合う積立金を保有する形の積立方式による財政運営は  

行っておらず、積立金の規模も小さいため、今回の金融危機による資産価値の下落の影  

響は比較的小さい。しかし、今回の金融危機では、その影響が金融システムにとどまら  

ず、実体経済に対してもデフレ圧力をもたらしている。また、現在の公的年金制度の財  

政運営は、年金給付の財源に保険料と国権・公経済負担に加え積立金を活用するものと  

なっており、株式等の資産価値の下落も一定の影響を及ぼしてくるものと考えられる。   

本セミナーでは、最近の世界的な金融危機の実態を分析するとともに、インフレやデ  

フレといった経済変動が公的年金財政に対してどのような影響を与えるのかという観点  

から論議する。  

2，日時■場所等   

日時：平成21年7月28日（火）13：30～   

場所：東京厚生年金会館 地下1階「ロイヤルホール」  

3．次第   

・基調講演（約1時間30分）  

馬渕 治好  

小野 善康  

オフィス セントポーリア 代表  

大阪大学社会経済研究所 教授  

・パネルディスカッション（約1時間10分）  

近藤 師昭  

翁 百合  

小野 善康  

坂本 純一  

田中 周二  

馬渕 治好  

山崎 泰彦  

年金数理部会委員  

（株）日本総合研究所 理事  

大阪大学社会経済研究所 教授  

（株）野村総合研究所 主席研究員  

日本大学文理学部 教授  

オフィス セントポーリア 代表  

年金数理部会長   

座長  

パネリスト  




